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＜連絡事項＞

· 環境の整備について、患者様の部屋のドアを開放しているため、起床後布団を敷きっぱなしにしていることが多く目立ちます。今後生活リズムを整える為にも起床後は布団畳みを出来るよう声掛け、介入して行きましょう。

· 本日昼食時レストランより西病棟へ移動する際に山田隆雄様が長谷川様に怒鳴っている事ありました。怒鳴った理由について本人に確認すると、長谷川様が山田隆雄様に対して「ご飯を食べる資格がない」と耳打ちしたとの事です。その後、山田様にその事について問うと「気にしていない」と話し、落ち着いて過ごしている様子あります。患者様同士のトラブルがないよう過度な接触がないか等観察し、声掛けして行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・大下　良悦様～本日、昼過ぎメガネの玉屋の方が修理の為に来院しています。メガネ屋より縁にヒビが入っているが、特に支障はないと話しています。修理を希望する場合は、自費で１万円かかる事を本人様に説明すると本人様は、「支障なければこのまま使用する」と話されています。今後のメガネの取り扱いについてメガネ屋より説明受けています。

· 古川　文博様～本日本人様の強い希望にて10:30～17:00までの外出へ行かれています。

　　帰院時間を守り帰院されていますが、ボディチェックした際に服の間等に隠し携帯電話や嗜好品（ソーセージ、パン、お菓子等）を多量に持参してくることがあります。携帯電話とマヨネーズ、カップ麺は、スタッフ預かりとしていますので、妻様来院した際は忘れずに返却してください。以前から嗜好品の購入、摂取方法に注意し、声掛けや指摘をしていますが改善される様子は見られていません。現在、なぜ食事形態（肝臓食）が替わっているのかについて問うと、自覚しておらず「持ってきた物（嗜好品）は一度に全部食べないから」と話しています。チェスト内の嗜好品の量を確認、間食が多くみられている際は、声掛けしていきましょう。

· 大坪　夏雄様～本日11：20　～　12／10　16：00まで外泊訓練の為、出棟しています。

　　　　　　　　出棟時に本人様と奥様に退院日の日時について決めてくるようにと説明しています。帰院時に退院日時、飲酒の有無、断酒意志について等確認していきましょう。

・蛯名　英一様～本日10：00より家族勉強会へ参加される為、奥様と息子様来院しています。今回の勉強内容について説明していますが、奥様は現在精神的不調あり「本人と会いたくないし、今後についても今はきちんと考える事は出来ない」と話しています。今回の勉強会での主旨は、家族・本人が一緒に参加することに意義がある事、どちらか一方だけでは効果が得られない事を説明しています。その為、奥様の体調を考え来年度、家族勉強会を実施していく事を検討していく事としています。また、アルコール依存症プログラムの予定の中で今月末より外泊訓練が開始となる事を説明し協力を依頼しています。

· 伊藤　義彦様～背部痛の訴え継続している為、本日アスモロール（消炎鎮痛剤）

　　　が処方となっています。

· 田中　静子様～肩こりの訴え継続している為、本日アスモロール（消炎鎮痛剤）

　　　　　　が処方となっています。

· 清水　栄子様～本日昼食時レストラン移動の際パーカーのフードを被り他病棟の患者

様より話かけられても返答しないことがあり、理由については、「爆発し

そうでさっきヤバかった」と話しています。スタッフより、時間を設け

話をしてしてみるようアドバイスするが「大丈夫、いらないよ」とのこ

と。自分の気持ちをなかなか相手に伝えることが出来ない為本人様より

訴えがある場合は傾聴し、表情や行動の観察をしていきましょう。また、

ストレスの発散方法について工夫し関わって行きましょう。

· 西川　和恵様～本日、兄様の面会あり「唇の乾燥も改善されているようで良かった」と

話されています。また、右下肢の引っ掻き創について「どうしたのでしょうか？」と聞かれ、急性湿疹の為掻いていることありますが、現在軟膏処置をしていることを説明しています。自ら訴えて来る事が少ない患者様なので、状態の把握をしっかり行っていくようにしましょう。

＜日常生活支援＞

・日常生活支援評価尺度について評価して頂きましたが、今後この内容を基にケアプランへ反映していきましょう。また、日常生活支援が必要と想定される患者様は身辺整理の導入者リストへの追加を検討し、ケアにあたっていきましょう。来年の３月に再度見直す予定となっています。

